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人間福祉研究科では、故 髙田眞治 名誉教授
（2006年 12月 14日ご逝去）のご遺族から受納し
た寄付により、優秀な修士論文を執筆した博士課
程前期課程の学生の努力と業績を称えるため、優
秀修士論文賞「駒草賞」を設けています。
名称の由来は、駒草（ケマンソウ科の多年草、
高山植物の一つ）を故人が好まれたことによりま
す。
最優秀賞には表彰状と副賞 5万円、優秀賞には
表彰状と副賞 3万円が贈られます。
2013度の受賞者は次のとおりです。
・優秀賞
國宗 美里
「普通」の子どもたちが抱える「生きづ
らさ」を構成する諸要因の検討に関する
予備的研究
田村久瑠美
青年期の若者の自己肯定感の再考－スピ
リチュアリティの観点から－
野口真理子
摂食障害の女性が自分自身の声を取り戻
すということ－ギリガンの女性の道徳性
の発達段階を手がかりに－
人間福祉研究科優秀修士論文賞規程
（目的）
第 1条 学校法人関西学院は、髙田睦子氏（故髙
田眞治社会学部名誉教授夫人）よりの寄付金を
もって、人間福祉研究科優秀修士論文賞（駒草
賞）を設定する。
2 この賞は、人間福祉研究科学生の研究意欲を
刺激し、その向上をはかることを目的とする。
（資格及び交付）
第 2条 この賞は、毎年人間福祉研究科において
優秀な修士論文を執筆した学生に授与する。受
賞者を毎年若干名とし、受賞者には賞状と副賞
を授与する。
（所管及び運営）
第 3条 人間福祉研究科に優秀修士論文賞（駒草
賞）選考委員会を設け、受賞者の選考に当た
る。
2 選考委員会の構成及び選考方法については別
に定める。
（規程の改廃）
第 4条 この規程の改廃は、選考委員会の議を経
て、人間福祉研究科委員会で決定し、理事会の
承認を得るものとする。
附 則
この規程は、2008年（平成 20年）11月 1日か
ら施行する。
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